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人 口

町
民
文
芸

肥

後

狂

句

気
持
ち
の
良
さ
、
今
日
も
江
川
が
打
た
れ
よ
る

歩
け
歩
け
、
こ
る
が
我
が
家
の
長
寿
法

何
ン
か
い
た
、
汁
の
実
ば
か
り
平
げ
て

気
持
ち
の
良
さ
、
大
の
字
寝
す
る
青
畳

歩
け
歩
け
、
ネ
オ
ン
街
な
ら
く
た
ば
ら
ん

嘘
言
う
な
、
鰻
丼
で
釣
る
調
べ
室

歩
け
歩
け
、
タ
ク
シ
ー
値
上
げ
ボ
ヤ
く
よ
り

気
持
ち
の
良
さ
、
今
朝
は
座
薬
の
良
う
効
い
て

嘘
言
う
な
レ
シ
ー
ト
や
ら
ん
筈
の
無
ア

句

常
な
ら
ぬ
雨
に
風
添
ひ
落
花
舞
ふ

咲
く
も
あ
り
散
る
花
も
あ
る
花
見
か
な

目
覚
め
れ
ば
郭
公
の
声
し
き
り
な
り

草
す
み
れ
布
団
減
す
夜
の
や
っ
と
来
し

浮
か
れ
舞
う
蝶
の
行
方
を
見
と
ど
け
て

苗
売
り
の
細
き
を

一
本
添
え
て
去
り

和
ら
ぎ
て
蝶
の
一
匹
庭
を
舞
ふ

大
白
蝶
泊
る
に
以
た
り
山
辛
夷

若
芽
ふ
く
山
椒
の
香
り
白
和
え
に

母
の
日
や
長
生
き
せ
よ
と
娘
の
電
話

石
楠
花
や
朱
を
ち
ら
し
て
は
じ
ら
ひ
ぬ

藤
の
雨
便
り
せ
ず
し
て
待
つ
便
り

よ
く
眠
り
よ
く
物
忘
れ
日
永
か
な
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馬
原
　
馬
笑

松
野
　
笑
声

篠
田
　
几
才

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

同
本
　
琴
司

石
田
　
詩
朗

林
田
　
一
声

浦
塚
　
南
天

後
藤
　
法
龍

白
石
　
政
憲

後
藤
　
　
固

後
藤
や
よ
い

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
訓
子

森
　
　
政
隆

後
藤
　
春
嵐

熊
谷
　
紫
雲

野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
誓
道

瀬
井
　
て
る

熊
谷
起
代
女

θａ」「″国鉄高森線を利用しまし
ょう〃

車 部 の児童 が 田植 えを経 験

近年田植え機の普及で、音ながらの田植え風景が姿を消しつつあ

りますが、草部南部小学校 (大阪了也校長、90人 )の 2年生17人は
学校近くの水田で手植えによる田植え作業を体験しました。この作

業は社会科の時間を利用して行われたもので、ヒザまで水田につか

った子供たちは、横一列にならんで、 ドロンコになりながら早苗を
丁寧に植え付けていました。

招
か
れ
て
雛
が
気
に
な
る
袷
か
な

祖
母
ガ
嶺
は
神
代
の
ま
ゝ
や
春
が
す
み

行
き
ず
り
に
藤
の
香
運
び
く
る
ヽ
風

も
つ
れ
合
ふ
蝶
は
茨
の
花
辿
る

ま
ゝ
ご
と
の
紫
雲
英
の
菓
子
に
案
内
さ
れ

老
鶯
の
移
り
ゆ
く
声
渓
に
消
ゆ

（ご
）
（一写
）̈
（丼「
）
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「福
寿
会
」

ヘ

▽
津
留

。
上
町
の
甲
斐
参
也
さ
ん
か
ら

「
ふ
も
と
会
」
へ

▽
高
森

。
昭
和
の
菅
カ
ツ
さ
ん
か
ら

「昭
和
会
」

へ

▽
高
森

・
上
在
の
興
相
ト
キ
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さ
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か
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「城
山
会
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◎
そ
の
他
の
寄
付

▽
尾
下

。
下
山
の
後
藤
本
安
さ
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図
書
代
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小
学
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一
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▽
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、
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井
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一
さ
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尾
下
校
区
婦
人
会
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尾
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小

学
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診療は午前 9
時か ら午後 5
時まで

日    日

お も な 内 容

ロ バイパスエ事に着工 (理立―山ノロ)・…

□ 町づくり青年協議会…………………………

□ 58年度、町の主な事業………………… …

□ 町立保育園、幼児交通安全クラアを結成

□ 59年度町民会議総会開く………… ……

□ 111央公民館だより……………………………
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４９
億
円
投
じ
６
年
で

卿

産

業
、
観

光

に
高

高
森
峠
―
草
部
を
結
ぶ
阿
蘇
外
輪
山
越
え
の
猿
丸
、
木
郷
坂
は
ド
ラ
イ
バ

ー
泣
か
せ
の
難
所
。
こ
の
国
道
三
二
五
号
線
を
大
改
修
す
る
草
部
ト
ン
ネ
ル

エ
事
の
安
全
祈
願
祭
が
五
月
二
十
四
日
山
ノ
ロ
の
現
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
大
改
修
が
行
わ

れ
る
も
の
で
、
第

一
期
工
事
で
は
、
ま

ず
高
森
農
協
草
部
支
所
の
北
側
か
ら
埋

立
方
面
に
向
け
て
ト
ン
ネ
ル
を
く
り
抜

高
森

・
色
見
地
区
を
中
心
に
新
規
開

田
地
へ
の
田
植
え
が
問
題
化
し
て
い
る

た
め
、
本
町
で
は
五
月
二
十

一
日
役
場

会
議
室
で
町
議
会
議
員
と
高
森
農
協
役

員
に
よ
る
合
同
協
議
会
を
開
き
、
そ
の

善
後
策
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

水
田
再
編
対
策
で
は
五
十
年
以
降
の

新
規
開
田
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
が
無
規
さ
れ
た
場
合
、
翌
年
に
は
開

田
面
積
の
二
倍
の
減
反
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
場
合

は
新
規
開
田
地
で
す
で
に
田
植
え
を
行

吉5
ト

ネ
ル
工
事
現
場
で
の
安
全
祈
願

ナ
イ
タ
ー
施
設
の
利
用
は

き

ま

り

を

守

っ

ナ
イ
タ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
テ
イ
タ
ー
施
設
の
使
用
に
あ

た
っ
て
は
次
の
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

一
、
使
用
許
可
以
外
の
施
設
、
設
備
用

具
は
一
切
使
用
し
な
い
こ
と
。

二
、
施
設
、
設
備
用
具
に
破
損
を
生
じ

た
場
合
、
代
表
者
は
直
ち
に
教
育
委

員
会
に
報
告
し
、
指
示
に
従

う

こ

，
」
。
、　
一
試
合

終
了
ご
と

に
、
紙
く

ず
、
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
、
空
き
缶
な
ど
の
後
始

末
を
す
る
こ
と
。

四
、
車
両
は
指
定
の
場
所
に
駐
車
す
る

こ

と

。

五
、
利
用
者
は
常
に
学
校
教
育
の
場
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
使
用
す

ス
υ
ン
」
ル
」
。

六
、
各
競
技
場
の
使
用
は
、
そ
の
使
用

目
的
に
適
し
た
種
目
の
み
使
用
す
る

本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来

の
国
民
に
与

へ
ら
れ
る
」
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な

権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
わ
た
し

た
ち
の
周
り
に
は
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
や
隣
近
所
と
の
い
ざ
こ
ざ
か
ら
、
婦

こ

と

。

七
、
競
技
場
へ
の
立
ち
入
り
は
、
使
用

目
的
の
た
め
の

「運
動
グ
ツ
」
で
あ

る
こ
と
。
下
駄
な
ど
で
の
立
ち
入
り

は
厳
禁
す
る
。

八
、
喫
煙
は
所
定
の
場
所
で
行

う

こ

と

。

九
、
天
候
、
そ
の
他
の
条
件
に
よ
り
許

可
後
、
ま
た
は
使
用
中
で
も
使
用
を

禁
止
す
る
場
合
が
あ
る
。

十
、
便
所
の
使
用
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の

施
設
を
使
用
す
る
こ
と
。

以
上
の
使
用
許
可
条
件
を
守
ら
な
い

チ
ー
ム
は
許
可
し
な
い
。

県
移
動
図
書
巡
回

県
移
動
図
書
巡
回
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

◇
期
日
　
六
月
二
十
六
日

人

・
障
害
者

。
同
和
問
題
に
至

る

ま

で
、
人
間
関
係
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
は

擁
護
委
員
に
相
談
を

昭
和
二
十
四
年
六
月

一
日
に
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基

◇
時
間
　
午
後
三
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で◇
場
所
　
高
森
町
役
場

公
民
館
を
開
放

図
書
室
も
ど
う
ぞ

中
央
公
民
館
を
社
会
教
育
の
充
実
の

た
め
、
広
く

一
般
に
開
放
し
て
い
ま
す

（社
会
教
育
関
係
の
活
動
に
つ
い
て
は

使
用
料
は
無
料
）

図
書
室
も
次
の
と
お
り
開
放
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

○
開
放
時
間
　
平
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

○
貸
し
出
し
日
数
　
二
週
間

○
冊
数
　
一
人
三
冊
ま
で

日
曜
、
祝
祭
日
は
休
み
ま
す
。

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が

誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち
の

基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監

視
し
、
ま
た
人
権
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い

ろ
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権

問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ま
ず
相
談

人
間
に
は
生
ま
れ

な
が
ら
の
権
利
が
あ

日
本
国
憲
法
の
大
切
な
柱
の
一
つ
―

そ
れ
は
「基
本
的
人
権
」
の
尊
重
で
す
。

憲
法
十

一
条
は

「
国
民
は
、
す
べ
て

の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な

い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基

る
¨

高
森
峠
を
越
え
て
埋

立
か
ら
草
部
社
合
に
至

る
九

・
五
キ
ロ
は
急
カ
ー

ブ
と
坂
道
の
連
続
。
春

か
ら
秋
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
は

一
Ｈ
六
千
台
以

Ｌ
が
通
る
時
も
あ
り
、

車
の
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
り

ま
す
。
大
型
バ
ス
、
ト

ラ
ッ
ク
が
互
い
に
離
合

す
る
と
き
に
は
ベ
テ
ラ

ン
ド
ラ
イ
バ
ー
で
さ
え

難

渋

す

る
と
い
い
ま

す
。
ま
た
冬
期
に
な
る

と
、
こ
の
峠
道
は
積
雪

で
凍
結
、
今
面
交
通
止

め
と
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
こ
の
時
期
に
は

き
ま
っ
て
交
涌
事
故
も

発
生
し
ま
す
。

て

道

３
２
５

号

立
―

―
山
ノ
ロ

く
計
画
。
こ
の
草
部
ト
ン
ネ
ル
の
延
長

は
千
百
七
十
Ｍ
。
車
道
幅
員
七
材
の
二

車
線
。
総
工
費
二
億
六
千
万
円
で
六
十

年
二
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。
そ
の
あ

と
、
第
二
期
工
事
で
草
部
ト
ン
ネ
ル
を

経
て
川
走
川
に
長
さ
三
百
五
十
ソ
、
高

さ
百
二
十
五
材
の
大
橋
を
か
け
、
高
森

峠
か
ら
延
び
た
バ
イ
パ
ス
と
つ
な
ぐ
計

画
で
す
。
全
体
の
完
成
目
標
は
六
十
四

年
度
。　
一
、
二
期
合
わ
せ
た
総
工
費
は

四
十
九
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
森
峠
に
次
い
で
私
た
ち
の
多
年
の
念

願
だ
っ
た
改
修
着
工
だ
け
に
完
成
後
は

大
き
な
経
済
効
果
を
生
む
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

っ
た
農
家
が
あ
る
た
め
、
九
州
農
政
局

で
は
本
町
に
対
す
る
農
政
関
係
の
公
共

工
事
の
国
庫
補
助
金
を
全
て
凍
結
す
る

強
い
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
協
議
会
に
は
町
議
会
議
員

全
員
と
高
森
農
協
の
新
役
員
な
ど
あ
わ

せ
て
約
四
十
名
が
参
加
。
瀬
井
町
長
、

山
村
議
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
町

・
県

の
担
当
課
長
が
開
田
地
の
現
状
な
ど
を

説
明
。
町
議
会
、
農
協
側
と
も
町
政
ヘ

の
大
き
な
影
響
を
考
慮
し
て
、
町
、
県

と

一
体
と
な
っ
て
開
田
農
家
に
対
し
、

順
調
に
進
む
高
森

峠
バ
イ
パ
ス
エ
事

国
道
二
五
六
号
線
バ
イ
パ
ス
の
村
山

―
高
森
峠
三
合
日
間
の
工
事
が
順
調
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
延
長

一
・
七
キ
ロ、

総
事
業
費
十
六
億
五
千
万
円
。
同
区
間

に
は
ト
ン
ネ
ル
ニ
カ
所
と
橋
五
カ
所
が

建
設
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
村
山
交
差
点

か
ら
五
百
ン
が
完
工
、
含
蔵
寺
橋

（
五

十
二
研
）
が
架
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
久
原
橋

（十
九

・
五
材
）
の
建
設

と
新
道
の
た
め
の
盛
土
、
そ
れ
に
一
部

ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
着
工
し
ま
す
。
全
線

開
通
は
六
十
三
年
の
見
通
し
。

畑
地
化
の
説
得
を
行
う
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。
＝
今
後
の
対
策
を
話
し
合
う

町
議
会

・
高
森
農
協
役
員
の
合
同
協
議

〈
〓

今

年

も

健
寿
大
学
を
開
設

六
月
か
ら
四
会
場
で

老
人
の
余
暇
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し

て
、
今
年
も

「健
寿
大
学
」
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
老
人
が
対
象
、
今
年

は
一
会
場

増
や
し

高

森
、
河
原
、
津

留
、
草
部
南
部
の
四
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ

九
回
程
度
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
講
座
は

「俳
句
」

「押
花

」

「
保

健
」

「保
育
園
児
と
の
交
流
会
」

「高

森
町
史
蹟
探
訪
」

（高
森
会
場
で
は
、

郷
土
史
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
特
別
コ

ー
ス
も
開
設
）
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
内
容
で
す
。

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員

の
日

人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日

を

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
み

な
さ
ん
と
と
も
に
、　
一
層
の
人
権
思
想

の
啓
発
に
励
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
お
二

人
で
す
。

村
嶋
泰
尚
さ
ん

（高
森

・
村
山

霊
②
０
４
７
７
）

大
内
田
カ
ツ
エ
さ
ん

（芹
日
・
中
村

壼
④
０
９
３
０
）

ま

る
期

待

新
規
開
田
問
題
話
合
う

諭
〓
農

協

役

員

と
協

議

会
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